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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

平成２９年１２月１４日（木） 

 

【報告事項】 

１ 警察署長会議の開催について 

                                    （総務部） 

警察本部から「平成３０年１月１８日、警察本部において、警察署長会議を開催する。

来賓として、福岡県知事、福岡地方検察庁検事正の出席を予定している。会議では、来

賓挨拶、公安委員長訓辞及び本部長訓示の後、各部長等から指示することとしている。」

旨の報告があった。 

 

２ 平成３０年福岡県警察年頭視閲の実施について 

                                    （警務部） 

警察本部から「平成３０年１月１０日、福岡市中央区の福岡ヤフオクドームにおいて

福岡県警察年頭視閲を実施する。式次第としては、部隊の分列行進、部隊点検、来賓挨

拶等を予定している。」旨の報告があった。 

公安委員から「年頭初に相応しい行事であり、多くの人に参加していただければと思

う。」「親しまれる福岡県警察として、広報の機会であり大いに活用していただきたい。」

旨の発言があった。 

   

３ ぱちんこ事業者に係る風営法違反事件被疑者の逮捕等について 

                                 （生活安全部） 

警察本部から「折尾警察署、田川警察署及び生活保安課は、自己の経営するぱちんこ

店の賞品買取所の従業員に、客に提供した賞品を直接買い取らせるなどした風営法違反

事件について、９月２６日までに、飯塚市居住の代表取締役の男性を逮捕した。また、

五代目工藤會傘下組織幹部が、被疑者に対しみかじめ料として現金を要求していたこと

が判明したため、今後、ぱちんこ業界に対する暴力団排除の啓発を行っていく。」旨の

報告があった。  

公安委員から「暴力団の資金源を一つ絶つことができたのは、評価すべき点だと思う

が、ぱちんこ業界に対する啓発はこれまで行っているのか。」旨の発言があり、警察本

部から「昨年も、ぱちんこ店従業員等を対象に暴力団排除に向けた集会を行ったところ

だが、今後、遊技業組合を通じて経営者を対象とした啓発を進め、更に浸透を図るとと

もに、暴力団排除を力強く宣言していただく取組を進めていく。」旨の説明があった。   

公安委員から「暴力団に対するみかじめ料の支払いは、暗数が相当数あると思われる

ので情報収集を進めていただきたい。」旨の発言があった。 

 

４ 指名手配被疑者捜査強化月間の実施結果について 

                          （刑事部） 

警察本部から「１１月１日から同月３０日までの間、指名手配被疑者捜査強化月間を

実施し、重要指名手配被疑者等合計４８人を検挙した。」旨の報告があった。  

公安委員から「先日、ぱちんこ店のチラシに指名手配の写真が掲載されていたが、非

常に目を引いたので効果がある取組だと思う。」旨の発言があった。  

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 春の町交番に対する非現住建造物等放火等事件被疑者の逮捕について 

                                    （刑事部） 

警察本部から「八幡東警察署及び捜査第一課は、５月１５日、八幡東警察署春の町交

番敷地内に侵入し、駐輪場の交番バイクに火をつけて、その火を交番の壁等に燃え移ら

せ焼損させた非現住建造物等放火等事件について、１２月７日、住居不定無職の男性を

逮捕した。」旨の報告があった。  

 

６ 平成３０年特殊詐欺検挙・抑止戦略について 

                               （刑事部・生活安全部） 

警察本部から「平成２９年１１月末の特殊詐欺被害の現状及び取組状況を踏まえ、平

成３０年特殊詐欺検挙・抑止戦略を策定し、これに基づき、各種対策を推進していく。」

旨の報告があった。 

公安委員から「上半期の治安情勢の報告を受けて、気がかりなものの一つが特殊詐欺

件数の増加であった。平成２７年に被害が異常に増加したときの取組が功を奏して平成

２８年は減少したが、本年の結果を踏まえ、平成３０年は是非目標を達成していただき

たい。」「以前、ニセ電話詐欺対策として被害防止機能付電話等の普及を進めていたが、

効果があるのであれば、社会奉仕等を行っている民間団体等にも協力を求めて、普及を

促進してはどうか。」旨の発言があり、警察本部から「アンケート結果等から、被害防

止機能付電話等の効果はあると考えている。現在、一部自治体で普及が進められており、

県警察では、今後も警察署で行う防犯教室や配布チラシ等で紹介するなどして、機器の

普及を進めていきたい。」旨の説明があった。 

公安委員から「高齢者が貯めたお金が奪われるのは心が痛む。是非、家族などの身近

な人達への啓発を進めていただきたい。」旨の発言があり、警察本部から「家族等に対

する啓発施策は行っているが、会合等に参加されない高齢者への啓発が課題だと考えて

おり、介護業界等に働きかけて注意喚起していただくような取組も進めているところで

ある。」旨の説明があった。 

 

【その他の報告事項】 

 ○ 警察本部から「開催中の県議会において、代表質問では、県警察に対し、公明党か

ら認知症対策に関連して高齢運転者に対する講習等について質問が行われ、一般質問で

は、民進党・県政県議団から、覚醒剤事犯の現状等及び民泊に係る違法事業者への警察

の対応について質問が行われた。また、本日、警察委員会が開催され、議案審査等が行

われた。」旨の発言があった。  

 

 


